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要旨 
 グローバリゼーションは地球環境にどのような影響を与えているのか。近年、情報技術

や科学技術の発展で、経済のグローバル化はますます進んでいる。1995年には多角的貿易
自由化を目的としたＷＴＯも誕生し、より効率的な国際分業体制がひかれるだろう。この

ように、グローバル化は後戻りできない段階にまできている。一方、地球環境問題も後悔

しても後戻りする事  ができない問題だ。1972年にローマクラブが「成長の限界」を発
表して 30年、異常気象、大気汚染、生物多様性の減少など様々な環境問題を人類は目の当
たりにしてきた。それを受けて、人間の活動と環境問題の関係を調査する科学的な研究も

行われ、持続的な開発を目指して数々の国際条約が締結された。しかし、経済発展と環境

保全を両立する事は可能なのか。 
 この論文では、共に不可逆的な性質をもち、同時進行中のグローバリゼーションと地球

環境問題がどのような関係にあるのかを調べたい。また日本がこの世界的な潮流の中で環

境問題に対してどのような理由でどの立場をとっているのか知りたい。その際、以下の三

つの理由により地球環境問題の具体例として「農業」を取り上げる。 
① 農作物は生産段階で自然や生態系に直接影響を与えている。また、環境保全型農業 

という新たな農業形式がある。 
② 農業からの環境汚染と食の安全性は密接な関係がある。 
③ 国際的には農作物貿易自由化の問題を抱えていて、グローバル化が地球環境に与え

る影響の一例を見る事ができる。 
 論文の流れとしては、まず農業を環境問題の視点から説明し、日本政府がこれまでどの

ような農業政策を取ってきたか紹介する。次に環境問題と自由貿易の関係をとりあげ、国

際舞台での農業交渉を環境保全という観点からみる。そして最後に、グローバリゼーショ

ンが環境問題に与える影響、その問題を解決するにあたっての問題点や課題を考察する。 
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